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規
格
性
の
あ
る
Ｘ
線
写
真
の

意
味
を
考
え
る

８月度生涯研修抄録

鷹
岡
竜
一
（
東
京
都
港
区
開
業
）

〜
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
へ
の
招
待
〜

税
務　

８
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

８
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
５
時

法
律　

９
月
６
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

講
師　

月
星
太
介
氏
（
愛
知
県
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　

定
員　

60
人

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

申
込　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

１
本
の
歯
を
守
る
た
め
の
根
管
治
療

大
阪
市
東
部
地
区
・
同
北
部
地
区
講
習
会

説
得
力
欠
く
改
正
理
由

日
時　

７
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

 

尾
崎
和
美
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

口
腔
保
健
支
援
学
分
野
教
授
）

会
費　

５
千
円　

定
員　

90
人　

※
会
員
本
人
も
受
講
可
能

申
込　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

※
本
講
習
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会
で
す
。

高
齢
者
の
口
腔
健
康
管
理
〜
認
定
調
査
を
視
点
に
加

え
て

【
歯
科
衛
生
士
向
け
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
習
会
】

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

 

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
）

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

60
人

２
０
２
２
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
歯
科
医
療
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る

日
時　

８
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

鷹
岡
竜
一
氏
（
東
京
都
港
区
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

※
本
講
演
は
別
会
場
で
講
演
す
る
講
師
を
会
場
で
視
聴
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
講
演
会
と
な
り
ま
す
。

規
格
性
の
あ
る
Ｘ
線
写
真
の
意
味
を
考
え
る
〜
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
へ
の
招
待
〜

８
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

三
木
明
子
氏
（
関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　

定
員　

60
人

申
込　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

※
講
師
と
会
場
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
つ
な
ぎ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
形
式
で

開
催
し
ま
す
。

患
者
か
ら
の
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
と
対
応

〜
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に
（
仮
）

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
大
阪
市
東
部
地
区
・
同
北
部
地
区
講
習
会

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

　

先
の
通
常
国
会
で
可
決
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
。
同
法
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成

基
本
法
や
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
な
ど
６
つ
の
法
か
ら
な
り
全
部
で
63
本
の
法
改
正
を
束
ね

る
一
括
法
だ
。
同
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
個
人
情
報
保
護
法
制
の
全
面
改
定
や
国
と
地
方

の
個
人
情
報
保
護
制
度
の
標
準
化
な
ど
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
元
日
弁
連
情
報
問
題
対
策

委
員
会
委
員
長
の
坂
本
団
（
ま
ど
か
）
弁
護
士
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
る
個
人

情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
従
来
は
主
に
民
間
部

門
だ
け
を
所
管
し
て
い
た
個

人
情
報
保
護
委
員
会
が
、
行

政
機
関
に
お
け
る
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
全
般
を
所
管
す

る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
評
価

す
べ
き
改
正
点
も
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
す
べ
て
を
紹
介

　

Ｘ
線
写
真
は
日
常
臨
床
で

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

切
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
疾
病

を
診
断
す
る
た
め
に
は
も
ち

ろ
ん
、
患
者
へ
の
説
明
で
も

大
い
に
力
を
発
揮
す
る
。
ま

た
選
択
さ
れ
た
治
療
方
針
・

行
わ
れ
た
処
置
内
容
の
検
証

に
必
要
で
あ
り
、
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
移
行
す
れ
ば
、
新

た
な
問
題
発
見
・
再
治
療
の

時
期
の
決
定
と
い
う
役
割
も

担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
学
会

や
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
に
参

加
し
て
情
報
収
集
や
情
報
発

信
す
る
際
に
も
、
第
一
に
必

要
に
な
る
基
礎
資
料
で
あ

る
。

　

映
し
出
さ
れ
る
Ｘ
線
写
真

に
は
カ
リ
エ
ス
や
エ
ン
ド
病

変
、
ぺ
リ
オ
に
冒
さ
れ
て
い

る
歯
や
歯
周
組
織
が
投
影
さ

れ
て
お
り
、
議
論
の
中
心
は

病
気
の
見
立
て
や
治
療
方
針

に
な
り
が
ち
だ
が
、
読
影
の

前
に
い
ま
一
度
、
そ
の
Ｘ
線

写
真
が
適
切
な
Ｘ
線
写
真
な

の
か
否
か
と
い
う
議
論
を
し

て
お
き
た
い
。
Ｘ
線
照
射
量
、

Ｘ
線
写
真
の
位
置
付
け
や
ア

ナ
ロ
グ
Ｘ
線
写
真
で
あ
れ
ば

現
像
処
理
、
Ｘ
線
写
真
の
保

存
管
理
な
ど
に
お
け
る
些
細

な
こ
と
が
、
Ｘ
線
画
像
の
細

部
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
歯
科
疾
患
は
慢
性
タ

イ
プ
の
連
続
性
疾
患
で
未
来

が
読
み
に
く
い
と
い
う
特
性

が
あ
り
、
私
た
ち
は
未
来
を

知
り
た
い
患
者
に
未
来
が
読

み
に
く
い
疾
病
の
行
く
末
を

伝
え
る
と
い
う
難
題
を
背
負

っ
て
い
る
。
未
来
が
容
易
に

掴
め
な
い
と
す
れ
ば
、
私
た

ち
は
侵
襲
を
控
え
め
に
し
て

時
間
経
過
の
中
で
生
体
の
反

応
を
観
察
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
規
格
性
の
あ
る
Ｘ
線
写

真
の
蓄
積
が
歯
科
疾
患
へ
の

対
応
基
盤
に
な
る
。
つ
ま
り

Ｘ
線
写
真
の
質
そ
の
も
の
が

歯
科
医
院
の
総
合
力
を
反
映

し
て
お
り
、
臨
床
レ
ベ
ル
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
生

体
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
術

者
の
観
察
力
の
訓
練
も
必
須

事
項
で
あ
る
。

　

本
講
演
で
は
、
臨
床
記
録

の
代
表
で
あ
る
Ｘ
線
写
真
に

つ
い
て
質
の
高
い
Ｘ
線
写
真

を
得
る
た
め
に
必
要
な
知
見

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
Ｘ

線
写
真
が
経
時
的
に
積
み
重

ね
ら
れ
た
時
に
実
感
す
る
臨

床
観
察
の
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。 

（
行
事
案
内
参
照
）

り
、
一
物
二
価
を
生
み
患
者

の
負
担
金
に
も
差
が
出
る
な

ど
矛
盾
を
生
み
出
し
て
い
る

と
批
判
、「
施
設
基
準
を
総

点
検
し
、
全
て
の
医
療
機
関

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か

し
て
払
っ
た
努
力
が
評
価
さ

れ
る
よ
う
改
善
・
撤
廃
・
再

構
築
」
を
求
め
た
。

　

文
書
発
言
で
は
「
補
綴
技

術
料
の
大
幅
引
き
上
げ
と
金

パ
ラ
の
逆
ザ
ヤ
解
消
に
向
け

た
実
勢
価
格
の
公
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
制
度
の
確
立
」

（
平
尾
）
、「『
待
合
室
か
ら

政
治
を
変
え
る
』
を
合
言
葉

に
総
選
挙
で
国
民
の
審
判
を

下
そ
う
」（
冨
本
）、
「
『
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求

め
る
署
名
』
で
、
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
」（
玉
川
）
に

つ
い
て
述
べ
た
。

は
冨
本
昌
之
、
平
尾
清
司
各

副
理
事
長
、
玉
川
尚
美
、
兵

頭
正
道
各
理
事
が
参
加
し
、

院
内
感
染
対
策
の
正
当
な
評

価
や
金
パ
ラ
の
逆
ザ
ヤ
問
題

の
解
消
な
ど
４
テ
ー
マ
に
つ

い
て
発
言
し
た
。

　

平
尾
氏
は
口
頭
発
言
で
、

「
歯
初
診
」
は
院
内
感
染
対

策
の
費
用
が
歯
科
初
再
診
の

本
体
に
含
ま
れ
る
か
の
よ
う

な
施
設
基
準
で
あ
り
、
不
採

算
を
不
当
に
押
し
付
け
ら
れ

て
い
る
と
批
判
。
不
採
算
の

固
定
化
と
懲
罰
減
算
の
撤
回

を
繰
り
返
し
求
め
る
必
要
が

あ
る
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
施
設
基
準
に
よ
っ

て
一
握
り
の
歯
科
医
療
機
関

が
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機

能
」

な
る
も
の
を
担
い
、

「
機
能
強
化
す
る
」
と
い
う

発
想
は
現
実
と
乖
離
し
て
お

　

第
２
回
保
団
連
代
議
員
会

が
６
月
27
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

で
開
か
れ
、
大
阪
歯
科
か
ら

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
、
本
稿
で
は
、
市
町
村
の

条
例
制
定
権
の
侵
害
の
お
そ

れ
に
絞
っ
て
述
べ
る
。

３
法
と
条
例
を

一
本
化

　

改
正
前
の
個
人
情
報
保
護

法
制
は
、
適
用
対
象
毎
に
法

律
等
が
分
か
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
民
間
部
門
を
対
象

と
す
る
個
人
情
報
保
護
法
、

国
の
行
政
機
関
等
を
対
象
と

す
る
行
政
機
関
個
人
情
報
保

護
法
、
独
立
行
政
法
人
等
を

対
象
と
す
る
独
立
行
政
法
人

等
個
人
情
報
保
護
法
、
さ
ら

に
、
地
方
公
共
団
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
個
人
情
報
保

護
条
例
を
定
め
て
い
た
。
当

然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
３
つ
の

法
律
と
各
条
例
は
、
様
々
な

点
で
異
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、（
現
実
に
ど
れ
ほ
ど
の

差
異
が
あ
る
か
は
別
と
し

て
）
「
個
人
情
報
」
の
定
義

か
ら
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

今
や
、
個
人
情
報
を
含
む

大
量
の
電
子
デ
ー
タ
が
、
国

境
を
越
え
て
流
通
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、

民
間
部
門
と
公
的
部
門
と
の

間
で
、
あ
る
い
は
地
方
公
共

団
体
間
で
、
個
人
デ
ー
タ
を

や
り
と
り
す
る
際
に
、
適
用

さ
れ
る
法
令
が
異
な
っ
て
い

た
の
で
は
、
煩
雑
に
す
ぎ

る
。
特
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
等
に

活
か
す
の
に
支
障
が
あ
る
と

い
う
の
が
改
正
論
の
論
拠
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ

ナ
が
蔓
延
す
る
中
、
全
国
的

な
感
染
症
の
流
行
状
況
を
、

即
時
に
把
握
し
、
共
有
す
る

上
で
も
、
個
人
情
報
保
護
の

ル
ー
ル
が
バ
ラ
バ
ラ
な
の
が

支
障
に
な
っ
て
い
る
と
の
主

張
も
後
押
し
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
今
改
正
に
よ

り
３
つ
の
法
律
を
１
本
の
法

律
に
統
合
し
、
統
合
し
た
法

律
で
地
方
公
共
団
体
に
つ
い

て
も
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル

を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

条
例
を
含
め
た

一
本
化
は
乱
暴

　

た
し
か
に
、
医
療
分
野
に

お
い
て
、
所
属
の
異
な
る
複

数
の
研
究
者
が
共
同
研
究
を

行
う
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
に
応
じ
て
、
患
者
の
デ
ー

タ
を
や
り
と
り
す
る
際
に
依

拠
す
べ
き
根
拠
法
令
が
異
な

る
の
は
煩
雑
で
あ
る
と
い
う

問
題
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
た
。

　

医
療
に
関
す
る
個
人
情
報

は
、
患
者
本
人
に
と
っ
て
は

秘
匿
性
の
高
い
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
情
報
で
あ
る
と
同
時

に
、
医
学
研
究
の
た
め
に
は

研
究
者
間
で
広
く
共
有
さ
れ

る
べ
き
情
報
で
も
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
来
は
医
療
に

関
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
特
別
法
を
制
定
し
て
、

そ
の
特
殊
性
に
応
じ
た
取
り

扱
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
２
０
０
３
年
に
個
人
情

報
保
護
法
が
成
立
し
た
際
の

国
会
審
議
で
も
、
医
療
分
野

に
つ
い
て
は
特
別
法
を
制
定

す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
医

療
分
野
の
特
別
法
を
制
定
す

る
の
を
怠
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
運
用
で
不
自
由
を
凌
い

で
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

今
に
な
っ
て
医
療
に
関
す
る

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
支

障
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し

て
、
一
気
に
法
律
を
一
本
化

し
、
条
例
ま
で
な
く
す
必
要

が
あ
る
と
い
う
の
は
、
説
得

力
に
欠
け
る
し
、
あ
ま
り
に

乱
暴
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

デ
ジ
タ
ル
改
革
の
行
方

個
人
情
報
保
護
法
改
正
の

個
人
情
報
保
護
法
改
正
の

狙
い
と
問
題
点

狙
い
と
問
題
点
●●上

弁護士・坂本団

平尾副理事長らが発言

第２回保団連代議員会

院内感染防止対策の評価を


